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北広島市は、札幌市と新千歳空港の中間に位置し、緑に囲まれたゆとりある土地空間と優れた交通網な
ど自然と都市機能が調和したまちで、札幌圏のベッドタウンとして成長してきた。

市内は、東部地区、西の里地区、大曲地区、西部地区、北広島団地地区の5つの地区に分かれている。

【北広島市の位置】

人口：58,581人 （平成31年2月28日現在）

世帯数：27,529世帯（平成31年2月28日現在）

面積：119.05㎢
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北広島市の概要

北広島団地地区

東部地区
西の里地区

大曲地区

西部地区



北広島市は、高速道路のICに近く、大消費地の札幌や物流拠点の新千歳空港や苫小牧港、小樽港へも短
時間で移動できることから、5か所の工業団地を中心に約300社の事業所が操業している。平成26年3月に
完成した市内で6か所目となる輪厚工業団地は、交通アクセスの優位性を活かし、現在順調に分譲が進ん
でいる。（分譲率約95％）
札幌市に隣接する大曲地区では、大型商業施設の立地が相次いでおり、年間1,000万人を超える方々が
国内外から訪れている。

よつ葉乳業 札幌工場

北海道新聞札幌工場

朝日新聞・日刊スポーツ印刷工場

毎日新聞北海道センター

読売新聞大曲工場

中北薬品

加藤産業

ヤクハン製薬

センコー

彩香

ユニシス

石屋製菓

主な立地企業

（出所：地図データ 北広島市土地開発公社HP)

石屋製菓

平成22年に開業した大型アウトレット
パーク。約180店舗が設置されており、

市内外をはじめ、新千歳空港へ向か
う外国人観光客にも多く利用されてい
る。

三井アウトレットパーク札幌北広島

平成20年に開業した複合大型ショッ

ピングセンター。スーパー、家電量販
店、ホームセンターなど主要テナント
のほか、専門店街モールを併設。

インターヴィレッジ大曲

元プリンスホテルで、平成20年から㈱

アンビックスが運営。宿泊、温泉のほ
か、ゴルフ、フィットネス、スノーパーク
などが楽しめる。

三井アウトレットパーク札幌北広島

インターヴィレッジ大曲

ジョイフルエーケー大曲店

主な商業施設

北広島クラッセホテル
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ボールパーク

北広島市の特色
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H19
（2007）
年

H23
（2011）
年

H27
（2015）
年

H29
（2017）
年

2040年

男 性 29,620 29,212 28,594 28,307 21,688

女 性 31,554 31,322 30,818 30,556 24,534

合 計 61,174 60,534 59,412 58,863 46,222

年齢構成

老年人口
11,636
(19.0%)

13,684
(22.6%)

16,721
(28.1%)

17,895
(30.4%)

20,075
(43.4%)

生産年齢人
口

40,992
(67.0%)

38,823
(64.1%)

35,379
(59.5%)

33,991
(57.7%)

21,972
(47.5%)

年少人口
8,546

(14.0%)
8,027

(13.3%)
7,312

(12.3%)
6,977

(11.9%)
4,175
(9.1%)

出典：北広島市住民基本台帳（各年9月末現在）
2040年のみ国立社会保障・人口問題研究所推計（Ｈ30.3推計）

①北広島市の人口について

社人研に
よる推計値

（単位：人）

北広島市の現状と見通し



H19（2007）年 H23（2011）年 H27（2015）年 H29（2017）年 2040年

東部地区 15,781 15,773 15,756 15,710 12,831

西部地区 3,973 4,142 4,006 3,954 3,759

大曲地区 17,083 17,294 17,229 17,138 14,135

西の里地区 6,651 6,675 6,778 6,781 5,321

北広島団地地区 17,686 16,650 15,643 15,280 10,739

②各地区の人口について
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出典：北広島市住民基本台帳（各年9月末現在）
2040年のみ北広島市適正化計画（案）「国立社会保障・人口問題研究所（Ｈ25.3推計）」

（単位：人）

北広島市の現状



H19（2007）
年度

H23（2011）
年度

H26（2014）
年度

H27（2015）
年度

H28（2016）
年度

H29（2017）
年度

出生数 420 353 346 296 333 299

死亡数 486 479 557 548 546 592

自然増減 △66 △126 △211 △252 △213 △293

転 入 2,767 2,427 2,403 2,475 2,392 2,380

転 出 2,669 2,475 2,377 2,598 2,348 2,300

社会増減 98 △48 26 △123 44 80

婚 姻 617 502 608 633 579 555

出典：北広島市住民基本台帳移動報告書

③人口の動向について
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（単位：人、組）

北広島市の現状



基本理念や都市像、市政全
般の政策・施策の方向性を
定める。

都市計画、環境、交通、防
災など全ての計画の基本。

総合計画は、まちづくりの
方向性を示す羅針盤であり、
市民が思い描く将来のまち
の姿を共有する計画。

８

総合計画



基本構想

（10年）

（前期5年） （後期5年）

基本計画

推進計画
（毎年見直し）

＜次期計画＞

• まちづくりのテーマ

• めざす都市像

• 将来人口

• 基本目標

• 土地利用

• 都市像の実現に向けた戦略的な
取組・方向性

• 地区将来像

９

次期総合計画の構成と考え方



基本構想

（10年）

（前期5年） （後期5年）

基本計画

推進計画
（毎年見直し）

＜次期総合計画＞

９

次期総合計画と次期教育振興基本計画との関係

＜次期教育振興基本計画＞

次期総合計画における
教育分野を構成する

教育基本構想

教育基本計画

（前期5年） （後期5年）

教育推進計画

（毎年見直し）

（10年）

1 いつまでも健康で元気なまち

2 学びあい心を育むまち

3 だれもが安心して暮らせるまち

4 住みよい環境にかこまれたまち

5 活力みなぎる交流のまち

6 ともに歩む持続可能なまち



現計画の点検と評価

市民参加の促進

社会経済情勢の変化に柔軟に対応できる計画

施策の重点化

目標値の設定

議会の議決
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次期総合計画策定のポイント



2018年度 2019年度 2020年度

4月
～7月

8月
～11月

12月
～3月

4月
～7月

8月
～11月

12月
～3月

4月
～7月

8月
～11月

12月
～3月

庁内

調査
市民
参加

審議
会

議会

●策定方針決定

現計画点検・評価
分野別計画案・骨子案検討

ワーキンググループ

●計画素案作成

●計画原案作成
●計画原案作成

●基本構想決定
●総合
計画
決定

各種調査

市民ワークショップ

懇話会 地域説明会

フォーラム

パブコメ

パブコメ

諮問 答申

特別委員会
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策定スケジュール

教育振興基本計
画策定懇談会


